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用言に続く
中国語の ｢的｣と日本語の｢の｣
- いわゆる準体助詞としての用法を中心に-
張 侃 霞
-､はじめに
中国語の ｢的｣と日本語の ｢の｣はともに､連体助詞としての用法があり､また
ともに下記の例文に示されたようないわゆる準体助詞としての用法がある｡ 例 :
(1)彼が書いたのは推理小説です｡/他等血是推理小悦｡
(2)赤いのは私ので､青いのは弟のです｡/虹血是我皿,三血是弟弟血｡
しかし､日本語では準体助詞の｢の｣を使い､中国語では､文法的なマークをいっ
さい使わないというような表現もある｡例 :
(3)彼が推理小説を書いたのを知っていますか｡/体知遇他写7-部推理小悦
喝?
本稿では､この準体助詞で､しかも用言に続くところの ｢的｣と｢の｣の用法を
文法的な機能や先行する用言との関係において考察し､その異同及びそうならしめ
る原因をさぐる｡
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二､用語の選定及び考察の対象
本稿では主に中日両言語の比較対照を行うので､両言語の文法的な現象を説明す
るのにまず用語の統一が必要となってくる｡日本語においては､文法的な機能を表
す助詞が存在しており､形態論においての研究も比較的発達しているので､本稿で
は主として､日本の国語学の用語を用いる｡さらに､論述にさしつかえがない限り
において､いわゆる学校文法や橋本文法を多用するつもりである｡日本語の用語に
対応する中国語の用語に関しては､従来の一般的な解釈に従う｡もちろん､中国語
と日本語は系統の違う言語だから､同一の用語ではカバーしきれないものがあるの
は当然である｡時には用語はその言語の言語現象を説明するときとは少し違う意味
を持たせることもある｡だが､比較対照をより厳密に行うためには､ここではあえ
て一方の用語を使うことにした｡なお､学校文法､橋本文法以外の用語を使用した
場合や､中国語においての指示対象が不明確な用語を使用した場合は､その都度説
明を加える｡
考察の対象としては､｢用言+的｣と｢用言十の｣の場合の準体助詞の｢的｣､｢の｣
だけを取り扱う｡ また､中国語の ｢(是)-的｣､日本語の ｢～のだ｣は準体助詞と
少し趣を異にしているので､これを考察の対象からはずす｡
三､中国語の ｢用言+的｣の ｢的｣に含まれている文法的な機能
まず､例文から見てみよう (註1)0
(4)他所美注血,惟有足球｡/彼が関心を持っているのはサッカーだけです｡
(5)我担心血就是迭十P臥 /私が心配しているのはこれですよ.
(6)十子高皿姑后面｡/背の高いのは後ろの方に立ちなさい｡
(7)戸重血是対生物的影的｡/深刻なのは生物への影響だ｡
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例文 (4)､(5)の ｢的｣は動詞の後､(6)､(7)の ｢的｣は形容詞の後に来
ている｡中国語は日本語と違って､用言に活用はないから､用言と他の語との関係
は意味､語順､助詞などを通して表されている｡そして､用言が連体修飾成分とな
るときも､体言と同じように､連体助詞 ｢的｣の助けを借りるのである｡ 従って､
中国語における用言の後の準体助詞｢的｣も日本語の体言の後に来る準体助詞｢の｣
のように､いわゆる連体的な機能と､それを受けとめる体言的な機能を持ち合わせ
ていると見ることができる｡
中国では､従来､この場合の ｢的｣の文法的な機能について､名詞化だという説
がある｡ しかし､名詞化だけでは､唆昧すぎる｡周知のように､中国語ではもとも
と品詞があるかどうかについても議論があったように､品詞間の区別はさほど明確
なものではなく､その必要性もさほど意識されない｡中国語における動詞や形容詞
は述語となる一方､またそのままの形で名詞としても使われる｡したがって､わざ
わざここで､名詞化するために ｢的｣をつける理由はないと思わざるを得ない｡こ
れは中国語の ｢的｣に ｢次郎は花子がショパ ンを弾くのをじっくりと聴いた｡-吹
郎一功不功地析花子錦 肖邦｡｣のような ｢の｣の用法はないことからも支持を得
られるだろう｡かといって､｢的｣がついていないものと､ついているものとは､確
かに用言的なものと名詞的なものとで､質が違う｡ そこで､筆者は上の説に対し､
次のような訂正を提案したい｡｢的｣は後に来るべき名詞を内包することによって､
前の事象的､属性的な概念を表す動詞句 (形容詞句､形容動詞句も含める｡以下同)
を物的な存在概念を表す名詞句に変えるのである｡
四､日本語の ｢用言+の｣の ｢の｣に含まれている文法的な機能
(8)私の買ったのはこの辞書だ｡/我巽血是送本辞典｡
(9)私が昨日辞書を買ったのを知っていますか｡/体知遇我昨天巽了辞典喝?
(10)やすいのはもう売り切れました｡/便宜血己軽重完了｡
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(ll)例文の単語はなるべく常用なのを選ぶ｡/例句的単伺尽量迭拝常用血｡
ここで､例 (8)､(9)は動詞につく ｢の｣であり､例 (10)､(ll)はそれぞ
れ形容詞､形容動詞につく ｢の｣である｡
かつて､佐治圭三 (1991)はいわゆる準体助詞らしい準体助詞の ｢の｣を二種類
に分けた｡その分類によれば､例 (8)､(10)､(ll)のような ｢の｣は準代名助詞
の ｢の｣で､その文法的な機能は名詞のかわりに使われている代名詞的なものとし
ている｡例えば､例 (8)では､｢辞書｣のかわりに､例 (10)では､｢もの｣のか
わりに (場合によって､具体的なものを表す名詞のかわりに)､例 (ll)では､｢単
語｣のかわりに､｢の｣が使われていると見る｡一方､例 (9)の ｢の｣を狭義準
体助詞の ｢の｣と名付け､その文法的な機能について ｢前の文を体言化する働きを
しており､と言うより､具体的な意味のない､形だけの体言として､前の文を受け
とめる働きをしており､前の叙述にどんな要素が加わっても､その働きに変わりは
ない｡｣(191頁)と指摘している｡ 要するに､二種類とも前の動詞句を名詞化する
働きはあるが､一つは実質名詞のかわりとして使われており､もう一つは形式名詞
として使われているという下位分類の差があるということである｡ここではこの二
種類の ｢の｣はいずれも前の動詞句を名詞的なものに変化させているので､その文
法的な機能としては動詞句を名詞的なものにするというように､同じものと見る｡
そして､ここの場合､中国語と違って､｢の｣はそのまま､名詞的なものとして使
われており､後の名詞を内包するというプロセスは経ていない｡このことは｢我看
血根有趣｡｣と｢私が読んだのは面白かった｡｣の二つの例文の準体助詞をふつうの
表現に書き換えると､｢我看血盟.直視有趣｡｣､｢私が読んだ漫画は面白かった｡｣の
ようになることから､いっそうわかりやすくなるであろう｡これはおそらく中国語
は孤立的な言語で､語に活用はなく､日本語は豚着語的な言語で､語に活用がある
からこうなったのであろう｡
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五､中国語の動詞句につく準体助詞 ｢的｣に内包された名詞と前の動詞句との関係
三でも述べたように､中国語の動詞句につく｢的｣は後に来るべき名詞を内包す
ることによって､前の事柄的な概念を表す動詞句を物的な概念を表す名詞句に変化
させることができる｡ここでは､主にこの ｢内包された名詞｣と前の動詞句との関
係を見ることにする｡
日本語の動詞句とその後に来る被修飾語となる名詞との関係について､寺村秀夫
(1975)は詳しい考察を行った後､二種類に分けるべく主張している｡内の関係 (註
2)と外の関係 (註3)である｡外の関係において､さらに ｢ふつうの内容補充｣
(註4)と ｢相対的補充｣(註5)に分けている｡この ｢内の関係｣と ｢外の関係｣
の見方は､四で見た佐治の準代名助詞の ｢の｣と､狭義準体助詞の ｢の｣とは無関
係ではない｡｢内の関係｣の場合の ｢の｣はすなわち､佐治の言う前者であり､｢外
の関係｣の場合の ｢の｣は佐治の言う後者である｡本稿では動詞句と後の被修飾語
となる名詞との関係を見るとき､寺村の説を採る (もともと､中国語に対する考察
にも､似たような見解を示した学者 (未徳興等)もいたが)0
寺村の説にならって､中国語における動詞句につく準体助詞 ｢的｣に内包された
名詞と前の動詞句との関係を見ると､いわゆる外の関係にあるものはないことが分
かる｡ 中国語では､形による品詞の区別はなく､形容詞も動詞もそのまま主語に
なったり､目的語になったりする｡言い換えれば､日本語の準体助詞 ｢の｣のとこ
ろの｢狭義準体助詞｣に当たるような､具体的な意味を持たず､その機能と言えば､
ひたすら用言的な構造を体言にするというようなものは存在しないのである｡例:
(12)月日の経つのは早いものだ｡/歩月流逝真快｡
(13)人が入ってくるのを見た｡/看到有人述来｡
(14)だめだと思ってすぐあきらめるのはよくない./玖力不行就雪上断念是不
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(6)
好的｡
(15)彼が腹を立てたのは､生徒が言うことを聞かなかったからだ｡/他生雪是
国力学生不断活｡
例から分かるように､日本語では狭義準体助詞を使っているところに､中国語で
は用言的なものがそのまま使われている｡
一方､｢内の関係｣に当たる中国語の用法を見ると､｢的｣の後に来るべき名詞と
｢的｣の前の動詞句との間には､いろいろな関係があることがわかる｡ 例 :
(16)悦活血是隣大夫｡/話しをしたのは陸先生です｡
(16')防大夫鋭了清｡/陸先生が話しをしました｡
(17)防大夫得皿是心肢痛｡/陸先生が患ったのは心臓痛です｡
(17')防大夫符丁心肢痛｡/陸先生が心臓病を息いました｡
(18)幸手木刀血不如食刻其刀血｡/メスを操る人はバリカンを操る人には及ば
ない｡
(18')(育)人幸手木刀.(育)人食刻其刀｡/ (ある)人がメスを操る･(ある)
人がバリカンを操る｡
(19)身上穿血是普通式樺的干部服｡/身に纏っているのは普通の幹部服です｡
(19')身上穿着普通式樺的干部服｡/身には普通の幹部服を纏っている｡
(20)我住血是公寓｡/私が住んでいるのはマンションです｡
(20')我住公寓｡/私はマンションに住んでいる｡
(21)体喝水盛J杯子)在邸里呼?｡/あなたが水を飲むのはどこにありますか｡
(21')俸用杯子喝水｡/あなたがコップで水を飲む｡
(22)我看弔血是速同居子｡/私が本を読むのはこの部屋です｡
(221)我在速同房子看弔｡/私がこの部屋で本を読みます｡
(23)英漕成額好瓜連可以通辻推者去留学｡`/英語の成績がよかったのは推薦留
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(7)
学できるよ｡
(23')(育)人典培成額好｡/ (ある)人が英語の成績がよい｡
上記の例 (16)､(18)では､｢的｣に内包されている名詞はもともと前の動詞句
における主語であり､例 (17)､(19)､(20)では目的語､例 (21)､(22)では､前
置詞に導かれた連用修飾成分 (用言の前に位置し､それを修飾するもの)､例 (23)
では､主題である (註6)0
黄国営 (1982)の研究によれば､｢内の関係｣に当たる ｢動詞+的+名詞｣にお
ける ｢名詞｣と ｢動詞｣との関係は ｢主体､客体､道具､場所､主題｣などがある
という｡筆者の調べた限りでは､この場合の ｢動詞+的+名詞｣の ｢名詞｣はほと
んど姿を消すことができる｡以下は､筆者が調べた結果である｡
1､｢的｣に内包された名詞は動詞句の主語もしくは主題に当たるものである｡主
語に関しては上の方にも､いくつか例文を挙げたから､ここでは主題に当たるもの
の例をもう二つつけ加える｡例 :
(24)英清好血是小李｡/英語の得意なのは季さんです｡
(24')(育)人英漕好｡/ (ある)人が英語が得意です｡
(25)共友放血不多｡/髪の長いのは多くない｡
(25')(有)人共友長｡/ (ある)人が髪が長い｡
例 (24)の ｢英培好的｣や例 (25)の ｢共友長的｣はそれぞれ (24')の ｢(育)
人英清好｣や (25')の ｢(有)人共友旋｣から来ていると見ることができる｡
2､｢的｣に内包された名詞は動詞句の目的語に当たるものである｡直接目的語
の場合は例 (17､19､20)のように､言うことができる｡しかし､間接目的語は動
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(8)
詞句のなかに代名詞の形で残して､｢的｣の後ろに持っていけるが､姿を消すこと
は少し無理である｡ 例えば､｢我送他市的人己姪走了｡/私が本をあげた人はもう
行った｡｣という表現はあるが､｢*我送他市的己蛭走了｡/私が本をあげたのはも
う行った｡｣という言い方はない｡ただ一つだけ例外がある｡｢俸送他市的是即今?
/あなたが本をあげたのは誰ですか｡｣といういわゆる分裂文の場合だけは｢的｣が
準体助詞化できるようである｡
3､｢的｣に内包された名詞は動詞句の連用修飾成分に当たるものである｡ 中国
語の文においては､連用修飾成分はみな用言の前にあって､それを修飾する｡連用
修飾成分の構成はいろいろあるが､ここでは､このような用法を持っているのは､
前置詞によって導かれた､場所や道具を表すものだけに限る｡ 例 :
(26)我写字血｣給電)是法令｡/私が字を書くのはこれです｡
(26′)我用役筆写字｡/私は鉛筆で字を書く｡
(27)我切菜血是速把刀｡/私が野菜を切るのはこの包丁です｡
(27')我用達把刀切菜｡/私はこの包丁で野菜を切る.
(28)写丁字血｣紙)在郷里｡/字が書いてあるのはどこにありますか｡
(28′)弧 ヒ写了字｡/紙には字が書いてある｡
この場合､特に道具を表すものの場合､動詞句は必ず目的語もそろえた形が必要
とされる｡それはもし目的語がなかったら､その目的語は優先的に ｢的｣に内包さ
れた名詞だと思われるからであろう｡
一つここでつけ加えなければならないのは､上に挙げた用法は必ずしもみな同じ
ように出やすいわけではない｡動詞句における成分が被修飾語になりやすい度合い
は以下のような階層をなしていると見ることができる｡
主語 (主題も含める)>直接目的語>間接目的語 ･連用修飾成分
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この階層の前の方にあるものは自由に被修飾語となり､また自由に他の文の主語､
目的語になり得る｡しかし､後ろに行けば行くほど､こういった自由は効かなくな
る｡最後のものは場合によっては､｢～的是-｣のようないわゆる分裂文にしか現
れない｡その原因を突き詰めれば､間接目的語の場合も含めて､｢是｣のあとに来
る名詞の提示がなければ､｢的｣に内包された名詞は容易に想起され得ないからで
あろう｡
なお､｢的｣に内包された名詞と動詞句は ｢外の関係｣で結ばれることはないと
前に書いたが､これは中国語には｢外の関係｣で結ばれる連体修飾構造はないとい
うことではなく､あくまでもそのときの ｢的｣は準体助詞化できないということで
ある (註7)｡以下､｢外の関係｣で結ばれる連体修飾構造の例をいくつかあげる｡
(29).+.干草政健筆仲的耳由他去7美国｡/学位を取りたいという理由でかれは
アメリカにわたった｡
(30)外面侍来有人舌下播棟的声音｡/外から誰かが階段を降りてくる音が聞こ
えできた｡
(31)会上釆納了明夫出没的藩札｡/会議では明日出発するという意見を取り入
れた｡
六､日本語の動詞句につく準体助詞｢の｣に代用された名詞と前の動詞句との関係
日本語の場合､用言につく準体助詞 ｢の｣に代用される名詞と前の動詞句との関
係において､｢内の関係｣も ｢外の関係｣もあることが一つの大きな特徴である｡
まず､｢内の関係｣の場合を見ると､被修飾語はほとんど準体助詞化できること
が分･かる｡ 例 :
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(32)空から落ちてきた氷塊を拾ってきた｡/掠回来了久夫上梓下来的氷塊｡
(32')空から落ちてきたのを拾ってきた｡/掠回来了仇天上拝下来血｡(ガ格)
(33)風が吹き飛ばした看板はもう見つかった./被凧吹落的招牌己姪我到了｡
(33')風が吹き飛ばしたのはもう見つかった｡/被凧吹落血己姪我到了｡(ヲ格)
(34)野鳥の声を入れた6月19日の録音はどこにありますか｡/加了野卑叫声
的6月19号的表音在郷里阿?
(34′)野鳥の声を入れたのはどこにありますか｡/加了野卑叫声血在邸里桐?(ニ
格)
(35)男が夫婦を刺した短刀はこれです｡/男人刺傍夫由的短刀是速十｡
(35′)男が夫婦を刺したのはこれです｡/男人刺伍夫如皿是速十｡(デ格)
(36)男がやってきた町は国境の近くにある静かな町です｡/男入来的小額是一
十位干国境附近的安静的小填｡
(36')男がやってきたのは国境の近くにある静かな町です｡/男入来血是一十位
干国境附近的安静的小填｡(へ格)
(37)彼が見合いした女性は鈴木さんのめいに当たる人です｡/他相的女性是相
当干鈴木先生佳女的人｡
(37')彼が見合いしたのは鈴木さんのめいに当たる人です./他相血是相当干鈴
木先生佳女的人｡(ト格)
このように､日本語でも､中国語と同じように､被修飾語の位置に立ち､また準
体助詞に代用され得るものはもともと動詞句の主語､目的語､連用修飾成分の三種
類であることが分かる｡日本語と中国語とは､本来血縁関係のない言語であるにも
かかわらず､こうした細かいところで微妙に共通している｡これは非常に興味深い
ことである｡さらに､一見日本語の場合､｢ニ格｣､｢デ格｣､｢へ格｣､｢ト格｣など､
連用修飾成分のうち､何種類もの下位分類のものがこうした用法を持ち､中国語の
それよりは多いように見える｡ しかし､各文のあとの中国語訳に示されたように､
これらは多くの場合､目的語に訳されているので､中国語における準体助詞化も苦
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もなくできるようになる｡
さて､｢外の関係｣の場合を見てみよう｡寺村は ｢外の関係｣を論証したとき､意
味の分類ごとに被修飾語となれるものを紹介している｡なぜか､そこには ｢の｣は
なかった｡また ｢こと｣が被修飾語として､｢外の関係｣をなす例に､寺村は ｢藤
五郎がころぶであろうということは｣を挙げている｡ しかし､これを､｢鈴木さん
がたぶんいくだろうというのは｣と比較したら､｢こと｣と ｢の｣の用法にはさほ
ど差はないことがわかる｡そこで､本稿では､ここの ｢の｣を被修飾語で､前の動
詞句と｢外の関係｣で結ぶと考え､その用法は形式名詞的なものだと見なす｡もっ
とも､以前からここの ｢の｣は準体助詞だの､形式名詞だのと言われてきているの
は､この ｢の｣には体言もしくは名詞の性質を持っていると皆が認めているからな
のではなかろうか｡それに､前の動詞句なども整然と連体形で ｢の｣にかかってい
て､これは構文的には ｢の｣が被修飾語となるとき､少なくとも形の上では､｢外
の関係｣と似た性質を持っていると見ることはできよう｡ また､｢の｣は具体的な
意味はほとんどなく､ひたすら前の動詞句を体言化する機能しか持たないというこ
とはあるいは寺村の言う｢ふつうの内容補充｣と同じ意味用法だと見てもさしつか
えないようである｡例 :
(38)靴に穴があいているのをみつけた｡/看到牲破7一十洞｡
(39)彼が学生だというのを知らなかった｡/不知道他是学生｡
もともと､奥津敬一郎 (1996)も､｢の｣をいわゆる同格連体名詞 (修飾節の表
す内容と同格の関係にある名詞のこと)の一つに数え､根拠を詳しく述べている｡
奥津は ｢石をたちまち金に変える (という)発明にこっている｡｣を ｢石をたちま
ち金に変える (という)のにこっている｡｣へと､もともといわゆる実質名詞から
なる被修飾語を ｢の｣に書き換えることによって､｢の｣の同格連体名詞としての
一般性を訴えている｡
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ところで､以上では ｢外の関係｣の ｢ふつうの内容補充｣を見たが､｢相対的補
充｣はないかというと､必ずしもそうではない｡
(40)ここのチョコレートがおいしいのは､コンゴの良質のカカオを使っている
からだ｡/速里的巧克力好吃是国力用了剛果出戸的伏原可可｡
(41)80年代半ばにアイルランドでサケが大量死したのは､紫外線の照射量が増
えたためだという指摘もある｡/80年代中期在愛水量大量鮭負死亡有人
摘出是困力紫外銭照射量増加的縁故｡
例 (40)､(41)の ｢の｣はいずれも｢原因｣､｢理由｣に置き換えることができる｡
しかし､このような置き換えは無条件で行われるわけではない｡例えば､｢先生が
怒ったのは知っていますか｡｣という文の理解は ｢先生が怒ったことを知っていま
すか｡｣だけであり､決して｢先生が怒った原因は知っていますか｡｣にはならない｡
ということは､ここで､｢の｣が ｢理由｣や ｢原因｣に置き換えられるのは､後に
｢-からだ｣､｢-ためだ｣が来ていて､お互いに呼応しているからだと考えられよ
う｡ もともと｢の｣は実質的な意味はなく､前の動詞句の意味を受けてこそ､漠然
とした意味から､具体的な意味を持つようになる｡前の動詞句と相村する意味を持
つことはそれだけではそもそも不可能なことである｡よって､この場合の｢の｣は､
相対的な補充関係を動詞句と結ぶとき､述語にある ｢から｣､｢ため｣､｢関係｣､｢の
だ｣などの ｢原因｣を表す表現と呼応する形においてしか成立しない｡
上記の内容をまとめてみると､日本語における用言につく準体助詞と前の動詞句
との関係は内の関係もあれば､外の関係もある｡また､外の関係の場合､ふつうの
内容補充もあれば､相対的補充もある｡但し､相対的補充の場合､述語に､準体助
詞 ｢の｣が ｢原因｣などの意味を表しているということを想起させるものはなけれ
ばならない｡
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七､中日両言語における準体助詞の異同及びその要因
以上では中国語､日本語における用言につく準体助詞の用法､特にそれに含まれ
ている文法的な機能､それに内包もしくは代用された名詞と前の動詞句との関係を
探ってみた｡上記の考察を通して明らかにした､中日両言語における準体助詞
｢的｣､｢の｣の使用に見られる異同は次のようにまとめることができよう｡
1､中国語における ｢的｣も日本語における ｢の｣もともに連体助詞であり､ま
たともに準体助詞としての用法を持つ｡
2､中国語における ｢的｣と日本語における ｢の｣はともに準体助詞としての用
法を持ちながら､その文法的な機能においては､相違するものがある｡中国
語の場合は､連体助詞 ｢的｣は後に来るべき名詞を内包して､準体助詞化を
図るのだから､｢的｣には連体的な機能もあれば､名詞的な機能もある｡一
方､日本語の場合は､用言の後の ｢の｣は純粋に名詞のかわりに使われてい
るので､文法的な機能も名詞と同じである｡
3､中国語の ｢的｣の場合は､｢的｣に内包された名詞と前の動詞句との間には
｢内の関係｣しか構成しないが､日本語の ｢の｣の場合は ｢内の関係｣も｢外
の関係｣も構成することができる｡ そして､日本語の場合､｢内の関係｣を
構成するときは､ある実質名詞のかわりとして､｢外の関係｣を構成すると
きは､形式名詞的なものとして働く｡また､｢外の関係｣を構成するときは､
ほとんどの場合､動詞句と準体助詞は｢ふつうの内容補充｣で結ばれる｡｢相
対的補充｣で結ばれるときは､｢～のは～のだ｣､｢～のは～ためだ｣のよう
な文型においてしか存在しない｡
4､中国語の場合は､連体修飾節のなかの主語､目的語､場所や道具を表す連用
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修飾成分そして主題に当たるものしか準体助詞 ｢的｣によって表されない
が､日本語の場合､いわゆる ｢ガ格｣､｢ヲ格｣､｢ニ格｣､｢へ格｣及び一部の
｢デ格｣､｢ト格｣のものは準体助詞 ｢の｣で表すことができる｡
上記のうち､2､3､4の現象は中国語は孤立的な言語で､日本語は降着的な言
語だというところに原因を求めることができよう｡中国語では､語の活用はないか
ら､｢的｣の連体的な機能が残ったし､日本語では､語の活用があるから､｢の｣の
連体的な機能は働かなくなったのであろう｡また､中国語では､形による区別はな
いから､動詞句もそのまま主語､目的語となったりする｡よって､日本語のように､
動詞句を名詞句に変えてはじめて格助詞などを後に付けられるというような現象は
ない｡さらに､中国語では､文における語と語との組み合わせに関しては､語順が
大きな役割を果たしており､おまけに文法的な手段もあまり発達していないから､
被修飾語となる成分はかなり制限を受けることになる｡ 例えば､｢井刀的是准?/
手術をする人は誰ですか｡ ･手術を受ける人はだれですか｡｣､｢担心的是我｡/心
配しているのは私です｡ ･心配しているのは私のことです｡｣のように､日本語で
は､はっきりしている表現の意味が中国語では暖味になってしまうものが多い｡被
修飾語となる成分をきびしく限定しているのはこうした暖味な表現を少なくするた
めかもしれない｡言語表現の面で､どうも｢唆味な日本語｣ではなく､中国語より
日本語の表出のほうがはるかにはっきりしていると言わなければならない現実があ
るようである｡
ところが､1に関しては､なぜ血縁関係のない中国語と日本語のあいだに､この
ような共通点が見られるのか｡この間題については英語､韓国語など､他の言語も
いろいろ考察したうえで､はじめて最も根本的な答えを探り出せるのではないかと
思われてならない｡
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八､まとめ
本稿では､中日両言語における用言につ く準体助詞 ｢的｣､｢の｣について､その
文法的な機能の異同､前の動詞句との関係の異同などを明らかにしたうえで､その
ような現象の裏にある原因をも探ってみた｡言語の表面に見える現象は一つ一つ孤
立 して存在するものではなく､言語の基本的な性格によって､その言語の表面に現
れる各々の形も決定されるものである｡これはしばしば言われることであるが､本
考察を通 して､この一見当たり前のことを準体助詞の実例に基づいて､あらためて
検証 したといえよう｡しかし､検証過程のなかで､言語の基本的な性格の形成につ
いては一つや二つの言語を見るのではなく､世界に存する言語をいろいろ比較対照
したうえではじめて､より本質的な解答が得 られるのではないかともつ くづ くと感
じさせられた｡このいろいろな言語を比較対照する作業は今後の研究課題としたい｡
言主
1､本稿で使った例文は資料にあげた小説から取り出したもののほか､参考文献にあげた
文献から借用したものもある｡一つ一つ注していないが､ここであわせてお礼を申し上
げる｡
2､被修飾語が修飾節の用言に対して主語や目的語､連用修飾語と考えることのできるよ
うな関係を内在しているもの｡
3､被修飾語が修飾節の用言に対して主語や目的語､連用修飾語と考えることのできるよ
うな関係を内在していないもの｡
4､修飾節が被修飾語の内容を正面から補充し､表すもの｡
5､修飾節が､被修飾語が本来的に相対する概念の内容を表すもの｡
6､松下大三郎 (1928)の言う大題目に当たるもの｡
7､黄国営 (1982)は､｢外の関係｣の場合の準体助詞 ｢的｣の用例をいくつか挙げ､｢内
容 (打伎的 (屯影)/戦争の (映画))｣､｢損得 (打男学生的 (戟)/男子学生を殴った
(お金))｣を表すものは準体助詞化できると指摘している｡しかし､そこに挙げた例か
ら､果たしてそう断言できるかどうか､今のところ､意見を控えたい｡
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